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６
月
５
日
夜
、
堀
之
内
町
、
小
出
町
、
大

和
町
、
一ハ
日
町
、
塩
沢
町
、
湯
沢
町
の
各
消

防
団
や
国
土
交
通
省
な
ど
１
８
１
名
が

参
加
し
て
、
魚
野
川
夜
間
水
防
訓
練
が
堀

之
内
町

（宇
賀
地
橋
付
近
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
信
濃
川

・
魚
野
川
水
防

連
絡
会
の
主
催
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
付
近
住
民
が
見
守
る
な

か
、
長
谷
川
昭
次
団
長
以
下
１９
名
の
湯
沢

町
消
防
団
員
は
、
越
水
防
止
の
た
め

「積

み
土
の
う
工
」
の
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。
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９懸

】

「役
場
」
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

役
場
の
各
課
か
ら
今
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

産

業

観

渇

課

融

…

‥

湯
沢
Ｈ
穏
Ｄ
喜
脅
日
И
，
買
＝

ア
ル
プ
の
里
、
中
央
公
園
、
花
水

木
通
り
、
旭
原
花

の
郷
な
ど
、
湯
沢

に
は
花
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
進

め
て

町
中
を
花
で
飾
り
住
ん
で

い
る
人

も
観
光
に
訪
れ
た
人
も
は
安
ら
ぐ

町
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

も
と
も
と
湯
沢
町
に
は
町
内

の

通
り
や
自
分
の
家
を
花
で
飾
る
方

が
多
く
、
彼
光
客

の
み
な
さ
ん
か

ら
も
「花

の
多

い
町
だ
ね
」
と
お
表

め
を

い
た
だ

い
て
お
り
、
湯
沢
町

に
は
「花
を
愛
す
る
趙
」
が
根
付

い

て
い
ま
す
。
↓
ヽ
の
み
な
さ
ん
の
「花

を
愛
す
る
趙
」
を
新
し

い
町
づ
く

り
の
柱

に
し
、
文
化

に
高

め
て

い

く
試
み
の

一
つ
と
し
て
「湯
沢
・花

の
ま
ち

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
通

し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
白

分

の
住
む
家
や
職
場
、
町
内

の
通

り

・
広
場
な
ど
を
花
で
飾

っ
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美

の
競

い

合

い
を
広
く
内
外

の
方

々
に
楽
し

ん
で
も
ら

い
た

い
と
考
え
て
い
ま

井訂フ。最
終
痣
募
教
は
２８
で
、
グ
ル
ー

プ
の
部

に
は
２‐
作
、
個
人
の
部

に

は
７
名

の
申
し
込
み
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
さ

れ
た
お
宅
等
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト

で
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

Ｊ麻
ｏ
く
＼
〓
〓
〓
わ
―
く
ｃ
Ｎ
ω
〓
学
ｍ
こ
Ю
＼

（湯
沢
町
筏

光
協
会

の
ト

ッ
プ

ペ
ー
ジ
か
ら
お
入
り
下
さ

い
。
）

應
募

は
し
た
け

ど
イ

ン
ダ
ー

ネ

ツ
ト
掲
載
用
の
写
真
や
コ
メ
ン

ト
を
出
す
の
を
忘
れ
て
た
Ｉ
　
と

い
う
方
は
、
至
急
、
産
業
祝
光
課
に

お
届
け
く
だ
さ

い
。

痣
募
者

の
お
名
前
と
花
の
装
飾

場
所

に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
や

新
聞
折
込
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

彼
光
案
内
所
を
通
し
て
観
光
客

の

み
な
さ
ん
に
も
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
今
年
の
夏
、
湯
沢
の
町

は
案
内
図
を
片
手
に
花
を
訪
ね
て

廻
る
人
た
ち
で
大
賑
わ

い
Ｗ
か

も
？
・
審
査
は
８
月
十
日
（水
）
に
行
わ

れ
ま
す
が
、
審
査

日
の
前
後
Ю
日

間

（７
月
２７
日
～
８
月
５
日
）
は
特

に
「花
の
ま
ち
ウ
イ
ー
ク
」
と
し
て

痣
募

の
み
な
さ
ん
か
ら
美
し
さ
を

極

め
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
「花

の
ま
ち
ウ
イ
ー
ク
」
期
間

中

に
は
、
ス
ア
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行

わ
れ
ま
す
。
お
楽
し
み
に
Ｗ

「
Ｗ
間
地
域
総
召
雪
嗣
零
鶉

こ
れ
は
県

の
事
業

と
し
て
、
大

字
上
構
地
区
で
行
わ
れ
、
主
な
内

容
は
、
農
業
生
産
基
盤
整
備

と
し

て
松
川
の
水
田
（ほ
場
）
整
備
や
上

地
改
文
区
域
内

の
用
排
水
路
、
農

道

の
整
備
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

生
活
基
盤
整
備
で
は
、
旭
原
花

の

郷
付
近

の
水
道
、
公
園
、
活
性
化
施

設
整
備
を
、
平
成
１２
年
度

か
ら
平

成
１６
年
度
ま
で
の
５
か
年
で
実
施

す
る
計
画
で
す
。

「
Ｗ
聞
地
域
華
画
掛
斑
拙
制
自

中
山
間
地
域
等
は
流
域
の
上
流

部

に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
中
山

問
地
域
等

の
晨
業

・
農
村
が
も

つ

水
源
涵
養
、
洪
水
の
防
止
、
土
壊

の

侵
食
や
崩
壊
の
防
止
な
ど
の
多
面

的
機
能

に
よ

っ
て
、
下
流
域

の
都

市
住
民
を
含
む
多
く
の
国
民
の
生

命

と
財
産
、
豊
か
な
暮
ら
し
が
守

らヽ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
山
間
地
域
の
農
地

の
公
益
的
機
能
は
農
水
省
農
業
総

合
研
究
所

の
試
算

に
よ
る
と
、
約

３
兆
３
０
０
億
円
に
も
の
ば
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
十
凸
間
地
域
等
で
は
、

高
船
化
が
進
む
な
か
で
自
然
的

・

経
済
的

・
社
会
的
条
件
の
不
利
性

か
ら
、
担

い
手
の
減
少
、
耕
作
次
乗

の
増
加
な
ど
に
よ

っ
て
、
多
面
的

機

能

が
低

下
し
、
国

民
全

体

に

と

っ
て
大
き
な
経
済
的
損
失
が
生

じ
る
こ
と
が
鷲
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
耕
作
及
乗
地
の
増

加
に
よ

っ
て
多
面
的
機
能
の
低
下

が
特

に
懸
念
さ
れ
る
中
山
問
地
域

等

に
お

い
て
、
農
業
生
産

の
維
持

を
図
り
な
が
ら
、
多
面
的
機
能
を

確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
創

設
さ
れ
た
制
度
で
す
。
湯
沢
町
で

も
大
宇
土
樽

の
３
地
区
で
、
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
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▽
月
は

漂
理
の
而
弼
総
製
り
含
輪
』
運
動
月
間

人
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
血
液
は
、

科
学

が
進
歩
し
た
現
在
で
も
、
ま

だ
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
医
療

に
お

い
て
輸
血
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
治
療
法

と
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
Ｈ
年
度
は
、
県
内
で
―
―

６
‐
８
６
８
人
も
の
方
か
ら
献
血

に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

△
フ
は
成
分
献
血
が
主
流
Ｉ

輸
血
用
血
液
に
は
、
「ホ
血
球
」

「血
漿
」
「血
小
板
」
「全
血
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
血
波
の
合
成

分
を
も

つ
合
血
は
、
以
前
は
三
流

で
し
た
が
、
現
在
は
輸
血
用
血
液

全
体
の
―
％
未
満
で
、
そ
の
ほ
か

は
、
学
間
の
発
展
や
輸
血
技
術
の

進
歩
に
伴

い
、
よ
り
効
果
的
な
治

療
方
法
を
め
ざ
す
医
療
機
関
の
要

望
に
あ
わ
せ
、
血
液
セ
ン
タ
ー
で

赤
血
球
、
血
漿
、
血
小
板
に
わ
け
ら

れ
、
患
者
さ
ん
が
蜂
要
と
す
る
成

分
だ
け
を
輸
血
す
る
「成
分
輸
血
」

が
三
流
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
て
血
液
を
成
分
ご
と
に
わ
け
る

こ
と
で
、
み
な
さ
ん
の
血
液
が
無

駄
な
く
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

献

血
は
輸
血
の
他
に
？

献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
輸
血
用

血
波
以
外

に
、
血
漿
分
画
製
剤

（血

液
凝
固
因
子
製
剤
、
ア
ル
ブ
ミ
ン

製
剤
、
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
製
剤
等
）

に
も
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
血
液

浜
固
因
子
製
剤
は
、
血
友
病

の
患

者
さ
ん
に
と

っ
て
、
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な

い
大
切
な
製
剤
で
す
。

新
潟
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
血
波

製
剤
使
用
量
が
全
国
的
に
見
て
も

大
変
多
く
、
県
内

の
献
血
だ
け
で

は
捲
妥
量
を
ま
か
な
え
な
か

っ
た

た
め
、
県
外

か
ら
の
痣
援
で
補
充

し
て
い
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
し

た
が
、
血
波
製
剤

の
適
工
使
用

の

推
進
等

に
よ
り
、
よ
う
や
く
県
内

の
献
血
で
ま
か
な
わ
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
き
ま
し
た
。

成

分
献
血
、
４
０
０
諺

献
血
の
必
要
性

血
波
は
、
た
と
え
血
液
型
が
同

じ

で

も

一
人

ひ

と
り

微

妙

に

違

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
複
数

の
献
血
者

か
ら

の
血
波
を
あ
わ

せ
て

一
人

の
患
者

さ
ん

に
輸

血

す
る
ほ
ど
、
副
作
用

（発
熱

発ヽ

疹
な
ど
）
発
生

の
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
成
分
献
血
、
４
０
０

記
献
血
は
、
２
０
０
記
献
血
に
比

べ
て
献
血
量

が
多

い
こ
と
か
ら
、

少
な

い
献
血
者

か
ら

の
輸

血
を

可
能

に
し
、
安
全
性
を
向
上
さ
せ

る
献
血
方
法
と
言
え
ま
す
。

こ
の
た

め
、
献
血
基
準
を
満
た

し
た
方
に
は
、
成
分
献
血
、
４
０
０

諺
献
血
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い

ま
す
。

献
血
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
の

は
、
体
童
や
年
船

（１６
～
６９
歳
）
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
健
康
な
人

で
す
。
献
血
は
誰
で
も
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ど
う
ぞ
進
ん

で
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

田
村
藤
治
郎
さ
ん

（前
行
政
相
談
委
員
）

総
務
大
臣
か
ら

感
謝
状
を
受
け
る

昨
年
度

ま
で
行
政
相
談
委
員

と
し
て
勤

め
ら

れ
た

田
村
藤
治

郎
さ
ん

（楽
町
）
が
総
務
大
臣
か

ら
惑
謝
状
を
覧
け
ま
し
た
。

田
対
さ
ん
は
、
平
成
４
年
度
か

ら
昨
年
度
ま
で
の
９
年
間
、
町
民

の
み
な
さ
ん
と
行
政

の
橋
波
し

役

と
し
て
勤

め
て
こ
ら
れ
ま
し

ユ定
。本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

`1)

今
回
は
、
全
血
献
血
で
す
。

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

【日
時

。
場
所
】

７
月
１８
日

（水
）

午
前
１０
時
～
正
午

湯
沢
高
等
学
校
前

年
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

保
健
セ
ン
タ
ー
前

【問
い
合
わ
せ
】

福
祉
保
健
課

福
祉
係

砒
８４

・
４
５
６
０

・轟
鞭

伴
付
■
孝

・

(3)



救
急
ミ
ニ
知
識

〈
５
〉
～
溺
水
に
つ
い
て
～

普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署
で
は
、

痣
急
キ
当
の
普
及
の
た
め
に
普
通

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
も

し
も
、
身
近
な
人
が
急

に
具
合
が

患
く
な

っ
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う

な
対
処
を
し
た
ら
よ

い
か
を
学

ぶ

講
習
会
で
す
。

【
日
時
】

８
月
３
日

（金
）

午
後
―
時
３０
分
～
４
時
３０
分

【
会
場
】

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署
　
３
階

【募
集
人
数
】

３０
名

（高
校
生
以
上
）

【
講
師
】

救
急
救
命
士
と
救
急
隊
員

【申
し
込
み
】

魚
沼
消
防
湯
沢
分
署
救
急
担
当

租
８４

・
３
３
７
７

※
覧
講
者

に
は
、
消
防
長
名
で
修

了
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

溺
水

（で
き
す
い
）

溺
水

の
定
義

は
、
水
没
に
よ
る

空
息
や
仏
体
温
な
ど
に
よ

っ
て
生

じ
る
障
害

と
さ
れ
て

い
ま
す
。
三

に
家
庭

の
浴
槽
、
河
川
、
海
な
ど
で

溺
水
は
起
こ

っ
て

い
ま
す
。
昨
年

郡
内
で
は
、
本
難
事
故
と
し
て
の

出
勤
が
６
件
あ
り
ま
し
た
。

溺
水
時
の
救
急
処
置

迅
速

な
枚

助

↓

一
刻
も
早

い
水
中

か
ら

の

引
き
上
げ
。
危
険
な
場
合
は

救
助
要
請
。

↓
飛
び
込
み
や
転
落
時
は
、
頸

部
損
傷
を
疑
う
。

（固
定
方
法
は
写
真
を
参
照
）

起
肺
詠
生

↓
呼
吸
な
ど
な
か

っ
た
ら
鷲
肺

蘇
生
。

↓
救
急
阜
を
要
請
し
て
く
だ
さ

【
写
真

の
説
明
】

頸
部

の
損
傷
が
疑
わ
れ
る
場
合

パ
ッ
ク
ボ
ー
ド
と
ス
ク
ー
プ
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
で
全
身
が
動
か
な

い

よ
う
に
固
定
し
ま
す
。

木
）

バックボード (左)と スクープストレッチャー

6月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)

固

な

一

一
　

，
一

| ｀

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

住建第 1号 原新田団地住宅建設 (建築本体)工事 119, 490, 000 半沢・末広・高野特定共同企業体

住建第2号 原新田団地住宅建設 (機械設備)工事 17, 692, 500 エムケイ。ときわ特定共同企業体

住建第3号 原新田団地住宅建設 (電気設備)工事 11, 025, 000 閏経新電気

産観第 1号 大源太キャンプ場釜場改築工事 41 042, 500 lttl南雲材木店

病院第 1号 町立湯沢病院及び健康増進施設新築工事(建築本体) 1, 312, 500, 000 福田・森下・文明屋特定共同企業体

病院第2号 町立湯沢病院及び健康増進施設新築工事(機械設備) 472, 500, 000 呈。つどい。ときわ特定共同企業体

病院第3号 町立湯沢病院及び健康増進施設新築工事(電気設備) 284, 550, 000 村尾・岸本特定共同企業体

建委第 17号 土樽自然公園取付道路設計業務委託 5, 985, 000 l抑開発技研

簡第 10号 二居簡水施設設備 (高区配水管布設替)工事 32, 130, 000 仰山井建設

簡第■号 二居簡水施設設備 (電気計装設備改良)工事 18, 375, 000 l抑菱電社

簡第 13号 松川中子川原線 (中央簡水)減圧弁新設工事 5, 670, 000 l抑山井建設

建委第 18号 宅地造成実施設計業務委託 10, 500, 000 爛新潟測量調査設計事務所

広報ゆざわ H137.8  (4)



Ｂ
展
肛
バ
ン
ク
の

登

録

受

付

日

が

亦
書
夏
に
な
り
ま
し
た
。

六
日
町
保
健
所
で
は
骨
髄
バ
ン

ク
の
ド
ナ
ー
登
録
受
付
日
を
第
２
、

第
４
金
曜
日
の
午
前
に
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
７
月
か
ら
第
２
、
第

４
木
曜
日
の
午
前
に
変
更
い
た
し

ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て

白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
先

天
性
免
疫
不
全
症
な
ど
の
難
病
で

苦
し
ん
で
い
る
人

々
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気

は
骨
髄
移
植

に

よ

っ
て
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
移
植
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、

患
者
さ
ん
と
骨
髄
を
提
供
し
て
く

だ
さ
る
方
の
白
血
球
の
型
を

一
致

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
か

ら
ド
ナ
ー
登
録
を
募

っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
に

登
録
す
る
に
は
？

保
健
所
や
公
共
機
関
等
に
置
か

れ
て
い
る
骨
髄
バ
ン
ク
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「チ
ャ
ン
ス
」
を
読
ん
で
い

た
だ
い
て
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
内
容

を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、

保
健
所
に
登
録
説
明
会
の
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

医
薬
予
防
課
保
健
予
防
係

阻
７２

・
２
４
５
７

レ

介護支援専門員実務研修受講試験

■日時 ■月 11日 (日 )午前 10時～
■会場 上 。中・下越地域に設置する各会場
■資格 保健・福社・医療に関する国家資格等を持ち、
その業務で5年以上の従事経験が必要です。
詳しくは、お問い合わせください。

■願書 ①配布 8月 1日 ～ 8月 17日
②方法 直接お出でになるか、郵送 (270円切手
を貼付したA4版が入る角 2サイズの返

信用封筒を同封)により依頼。
■申込 ①期間 8月 20日 ～ 31日 (当 日消印有効)
②方法 郵送 (簡易書留)または持参。

【願書請求・申込・問い合わせ】

〒950-8570新潟県庁高齢福祉保健課介護保険室
1とL025-285-55■ 内線 2527、 2528、 2523

浅貝地区を巡回診療します

国保診療所の医師ガ浅貝地区で巡回診療を行

います。

【日時】

7月 19日～ 9月 20日までの毎週木曜日

午後 2時 30分～午後 3時 30分

【会場】

湯沢町公民館浅貝分館

【間い合わせ】

湯沢町国保診療所  T[L84・ 2303

(⊃

():

典凰聴

錢

知事と 考える集い

「知事とのお、るさとを考える集い」は南魚沼郡

在住のみなさんから南魚地域の様々な課題につ

いて自由に発言していただき、知事と意見交換

をする場です。どなたでも参加できますので、ど

うぞ気軽にお申し込みください。

【期日】

8月 7日 (火 )

午後 1時 30分～ (約 2時間)
【会場】          ・

塩沢町役場

【申込方法】

用紙 (任意のもので結構です。)に住所・氏名・

年齢・職業・電話番号を記入上、7月 23日 (月 )

までに六日町財務事務所管理課ヘ

【問い合わせ】

六日町総合庁舎内六日町財務事務所管理課

TEL 72・ 2662(代表番号)FAX 72・ 2611

※参加者は先着 50名程度です。
※手話通訳も予定しております。

(5)



Ｑ

定
数
が
変
わ
る
の
？

庁ｈ
り
幸

「公
職
選
挙
法
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、

三
〇
〇

一
年
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
通
常
選
挙
か
ら

議
員
定
数
の
削
減
と
、
非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ

新
た
に
候
補
者
個
人
の
選
挙
運
動
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ａ

参
議
院
議
員
の
定
数
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
の
定
数
が
三
百
五
十
二
人
か
ら
二
百
四
十
二
人
へ
削

減
さ
れ
ま
す
。

さ

ヽ

0平成13年、16年の2回の通常選挙の際に5人ずつ

削減されます。

●各選挙では定数の半数ずつ改選されます。

●選挙区の議員定数は、岡山県、熊本県、鹿児島県

がそれぞれ2人 (改正前各 4人)に削減されます。

レ¨¨"¨¨¨"""¨ ¨“"¨ ¨●●"¨ ¨¨¨¨
¨¨¨●

、②
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

徹
，

非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
へ

の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
政

党
に
よ
る
選
挙
運
動
の
ほ
か
、
新

た
に
、
候
補
者
個
人
の
選
挙
運
動

（は
が
き
十
五
万
枚
、
ビ
ラ
二
十
五

万
枚
＝
二
種
類
、
ポ
ス
タ
ー
七
万

枚
、
街
頭
演
説
な
ど
）
が

で
き
る

よ
う

に
な
り
ま
す
。

挙
で
は
、
候
補
者
個
人
の
た
め
に

行
う
選
挙
運
動
に
連
座
制
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

Ａ

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
で
も
運
塵
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

連
座
制
と
は
、
候
補
者
や
立
候

補
予
定
者
と
一
定
の
関
係
に
あ
る

人
が
、
買
収
罪
な
ど
の
罪
を
犯
し
、

刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
、
候
補
者

や
立
候
補
予
定
者
本
人
に
つ
い
て
、

そ
の
選
挙
の
当
選
を
無
効
と
し
、

立
候
補
制
限
と
い
う
制
裁
を
科
す

制
度
で
す
。
参
議
院
比
例
代
表
選

明るい選挙のイメージキヤラクター

選挙のめいすいくん

「みんなの一票 大切に !」

広報ゆざわ H13.7.8  (6)

これまで → 今 後

表

区

数

燃
挙
定

比

選

総

100人

152人

252人

→  96人
→ 146人
→  242人

れ  よ

Ｑ

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
の
選
挙
運
動
は
ど
う
変
わ
る
の
？

ｎ
】
選
挙
違
反
が
あ
る
と
、
ど
う
な
る
の
？



OO党候補者
個人の得顧獣

OO党の
罐得顧敬

△△党OホOttB

▼

△△党の
総得票獣

0「夢F拘束名簿式」の選挙のしくみ
こ
れ
ま
で
の
参
議
院
比
例
代
表

選
挙
は
、
あ
ら
か
じ
め
政
党
の
側

で
候
補
者
の
当
選
順
位
を
決
め
て

お
く
方
式

（拘
束
名
簿
式
）
で
、

有
権
者
は
政
党
名
を
記
載
し
て
投

票
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
新

ヽ
ヽ

」

A
0公示

②投票、i′

△△党
△木△子
△水△―
△野△代
△中△治

各政党が候補者名簿を届出(当選順位はなし)

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
は

非
拘
束
名
簿
式
と
な
り
ま
し
た
。

さ
れ
た
非
拘
束
名
簿
式

は
、
名
簿
で
は
当
選
順
位
は
決
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
有
権
者
が
候

補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の
い
ず
れ

か
を
記
載
し
て
投
票
す
る
方
式
で

あ
る
た
め
、
有
権
者
は
当
選
さ
せ

た
い
候
補
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

一定の要件を満たす政党
は、当選順位を付けないで

候補者名簿を届け出ます。

0開票

候補者名で七、

政党名てセ

投票できる

有権者は、名簿に記

載さイlた候補者名を投

票用紙に記載して投票します。ただし、候

補者名に代えて政党名を記載して投票する

ことができます。

△△党候補奮
個人の得票敵

政党名の
得票獣

政党名の
得票獣

配分し、
める

十

十
各政党の総得票歓に応じて議席をとヒ例
候補者ごとの得票軟の順に当選人を決

④ 結果

○○党  40併澪
日 ○出O六  120万票

日 ○田○江  100万要

目 ○ぶOBB 80万票
○川○子  60万票

政党名の投票  40万票

△△党  300万票
目 △野△代 90万票
目 △水△- 70万票
△六△子  50万要
△中△治  30万要

政党名の投票  60万票

3人当選 2人当選

:当選人の決め方は一

①政党の総得票数に基づいて「ドント方式」(注)により、各政党の当選人の数が決
まります。なお、政党の総得票数は候補者個人の得票と政党名の得票を合算したも
のとします。【注Iドント方式…比例代表選挙における当選人の決定方式。政党の得
票数を 1から順に整数で割り、その商

の大きい順に政党に議席を与える。

考案者である法学者 ドント (ベルギ

ー)の名にちなむ。
②各政党に配分された当選人の数の

なかで、得票数のもつとも多い候補

者から順次当選人が決まります。

!ヾレギT  ヽ ′′
当ミ稚皮

●間い合わせ先

総務省 (httpプ/www,soumu go,p)、

(財)明るい選挙推進協会、都道府

県・市区町村の選挙管理委員会

Ｑ

ど
ん
な
し
く
み
に
変
わ
る
の
，

蝉蜘呻中申

援
夢
体
相

|

0 ●
▼
υ

□
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△ヽ

暑い夏を涼しく、快適に週ごすための必需品といえるのがエアコンと冷蔵庫。家電の中でも電力消費

量が多く、夏の電気代を上昇させる大きな原因でもあります。それだけに使い方次第で、同じ冷え方

でも電気代に差がつきます。消費電力を抑えて、効率的に冷やすためのポイントを紹介しましょう。

エアコン&冷蔵庫の効率的な使しl方

ф【
に

買い換えのときは
このマ…クを目印に

2000年8月から「省エネラベ

リング制度」により、省エネ性

能が上のようなマークで表示

されるようになりました。国

が定めた省エネ基準をどの程

度達成しているかが数字で分

かります。

●冷房の設定温Eは 28°Cを目安に
冷やし過ぎて上着を重ねるので|よエネル

ギーの無駄。なるべく衣服で調節しまし

ょう。また、 ドライ機能で、湿度を少な
くするだけで涼しく感じられます。

●すだれやカーテンで回差しを調節

日差しが入ると部屋の温度が上昇します。

0フィルタ…は定期的に掃除を
フィルターが目詰まりすると、エアコン

の効率が悪くなります。

●皇外機は風通しのよい場所に

室外機周辺に熱がこもると効率が悪くな

ります。

●諸め込み過ぎはムダ

詰め込み過ぎると、冷気の流れが悪くなり、効率的に

冷やせません。また、常温で保存できる野菜やレトル

ト食品、乾キ勿などが入つていなしヽか冷蔵庫の中をチェ

ックしましょう。

0ドアの開閉を少なくする
ドアの開閉のたびに冷気が逃lサてしまいます。開けて

いる時間はなるべく短く。詰め込み過ぎると、冷蔵庫

を開けている時間が長くなります。

●壁から離して風通しをよく

壁に密着させて設置すると、暖気がこもつて効率が悪

くなります。

省エネ基準

遂 成 率
102%

,

家庭でも導入できるクリーンな新エネルギー

太 陽光発電 システム
I

太陽の光エネルギー

を直接電気に変える太 ~
陽光発電は、石油に代

わるクリーンなエネル

ギー。一般の家庭にも

導入可能な地球にやさ

しい新エネルギー源と

して期待されています。
一般家庭で太陽光発

電システムを導入した

ときのメリットは、電

力会社からの電力消費

を抑えられ、電気代が安くなること。また、余った電

力は、電力会社に買い取ってもらうことができます。

太陽光という自然の力を利用した■ネルギー源なので

環境も汚しません。太陽光発電システムを利用する住

宅が多くなれば、それだけ地球温暖化防止や環境保全

のうえでもメリットがあります。

家庭での太陽光発電システムの導入をバックアップ

するのが、新エネルギー財団の「住宅用太陽光発電シ

ステム補助制度」。導入の規模によって財団からの補

助金が受けられます。現在、上期の補助の申し込みを

受付中です。詳しくは下記までお問い合わせください。

(財 )新エネルギー財団
東京都千代田区紀尾井町 3-6
TEL 03-5275-9831  FA)(03-5275-9831
http i//www,n ef.or.Ip

(資料提供=資源エネルギー庁 )
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温
泉
給
湯
希
望
者
募
集

【募
集
地
区
及
び
回
数
】

第
１
地
区

（布
場

・
～
西
中
）
・
５
日

第
２
地
区

（西
中
～
上
熊
野
）
・９
日

計
　
１４
口

（１
日
は
毎
分
５
ヮ
）

【給
湯
開
始
時
期
】

平
成
１３
年
１２
月
１
日

【給
湯
許
可
期
間
】

平
成
１３
年
１２
月
１
日

～
平
成
１７
年
１１
月
３０
日

【費
用
等
】

囲
閻
曰
臼

１
日

１
３
２
，
０
０
０
円

工
事
費
用

（本
管
以
降
）

口
圏
□

使
用
料

（消
費
税
別
）

１０
ボ
ま
で

８
，
８
０
０
円

１０
∬
以
上
は
超
過
料
加
算

【募
集
期
間
】

７

月

９

日

～

７

月

３‐

日

【申
込
み

。
問
い
合
わ
せ
】

水
道
課

已
８４

・
４
８
５
３

索池電力からのめ知らせ

東北電力では、8月 1日 より小出営業所、六

日町営業所、湯沢サービスセンターを統合し、

魚沼営業所 (現在の六日町営業所)と なりま

す。

これに伴い、小出営業所、湯沢サービスセ

ンターは閉店し、窓口業務は魚沼営業所の

みとなります。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう

お願い申し上げます。

0新しいお客さま窓口 (8月 1日 から)
東北電力株式会社 魚沼営業所

〒 949-6621
六日町大字六日町字来八幡沖 2併3

TEL 72・ 2023 FんX72・
｀
8654

霊
勝
風
譲
翰
量
奮
の
販
亮
艦
は

屈
凹
滅
が
要
で
す

生
産
者
が
消
費
者
や
販
売
業
者
な
ど
に
直
接
販
売
す
る
米
、

い
わ
ゆ
る
訂

画
外
流
通
米
」
を
販
売
す
る
と
き
は
、
食
糧
法
に

よ
り
食
糧
事
務
所
に
あ
ら
か
じ
め
届
出
を
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
は
、
お
米
の
流
通
量
や
流
通
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

【届
出

・
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
食
糧
事
務
所
小
出
支
所

Ｒ
０
２
５
７
９

●
２

●
８
２
１
１

駅
０
２
５
７
９

●
２

●
８
２
１
３

※
届
出
用
紙
は
、
食
糧
事
務
所
及
び
農
協
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

（郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
届
出
も
可
。
）

Ｑ
●
●

。

●

。

●

。

●

●

０

●

０

●

●

０

●

０

●

０

●

●

●

●

屍
鈍
愈
高
齢
者
づ
く
り

ア
シ
ス
θ
ン
騰
誕
憂
一―

膝
腰
に
痛
み
ガ
あ
る
こ
と
で
運
動
困
難
な
お

年
寄
り
に
大
変
好
評
な
水
中
運
動

（シ
ル
バ
ー

温
水
健
康
体
操
教
室
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「本
人
。家
族
も
苦
し
み
、
医
療
費
負
担
が
大
き

い
寝
た
き
り
者
Ｈ
介
護
を
必
要
と
す
る
人
を
つ

く
ら
な
い
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
、
つ
）の
水
中
運
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
骨
・筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
寝
た

き
り
に
な
ら
な
い
運
動
の
健
骨

（け
ん
こ
つ
）
体

操
を
普
及
す
る
３２
名
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
誕
生

し
ま
し
た
。

地
戦
で
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【間
い
合
わ
せ
】

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

砒
８４

。
３
０
０
０

●● ● ● ● ● ● ● ● 。 ● 0● 0● 0● ● ● ●● ● 0● ●● 0● ● ●● 0● 0● ● ●● 0● 0● 0● ● ●● ● ● ● ● ● ● ゛
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推薦

9月 5日 ～7日
9月 23日、24日

防衛大学校

幹部養成コース

理工 。大文社会

修学年限 4年

卒業時「学士」

学生手当支給

高卒 (見込)

21歳未満の者
一般

9月 13日

～ 10月 12日

1次

11月 10日 、11日

2次
12月 ■ 日～ 14日

防衛医科大学校

医科幹部養成コース

ー般・医学教育

修学年限 6年

卒業時「学士」

学生手当支給

高卒 (見込)

21歳未満の者

1次

■ 月 3日、4日

2次
12月 5日 ～ 7日

看護学生

看護婦養成コース

基礎・専門科目

修学年限 3年

給与支給

高卒 (見込)

22歳未満の者

9月 13日

～ 10月 12日

1次 10月 23日

2次  11月 22日、23日

航空学生

パイロット養成コース

2年間の基礎・専門科目
4年間のパイロット教育
給与支給

高卒 (見込)

21歳未満の者

1次

2次

3次

9月 22日

10月 13日 ～ 18日

11月 11日

～ 12月 7日

(航空受験者)

一般曹候補学生
18歳以上

24歳未満の者

曹候補士

自衛隊の基幹要員を養成する
コース

幹部への道も開かれています

9月 16日

10月 3日～ 9日

1次

2次

2等

陸・海・空士

自衛官となる一般的なコース

給与支給

18歳以上

27歳未満の者

8月 6日

～ 9月 7日

9月 25日、26日

廟豊縣穀鞍鮮韓生募集

【採
用
予
定
数
】

・
学
校
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程約
６０
毛

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程

約
２５
名

海
洋
科
学
課
程
　
約
５
名

航
空
課
程
　
約
１０
名

・
大
学
校
　
　
約
４５
名

【受
験
資
格
】

昭
和
５３
年
４
月
２
日

（大
学
校

学
生
は
昭
和
５６
年
４
月
２
日
）
以

降
に
生
ま
れ
た
も
の
で
次
に
掲

げ
る
者

①

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及

び
平
成
１４
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者
。

②

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

者
及
び
平
成
１４
年
３
月
ま
で

に
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
。

③

高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年

の
課
程
を
修
了
し
た
者
及
び

平
成
１４
年
３
月
ま
で
に
高
等

専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課

程
を
修
了
す
る
見
込
み
の
者
。

④

大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格

し
た
者
等
人
夢
院
が
①
、
②
に

掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
ガ

あ
る
と
認
め
る
者
。

と

【試
験
日
】

１
次
試
験

９
月
器
日

（日
）

２
次
試
験

１０
月
１８
日

（木
）
～
２０
日

（土
）

３
次
試
験

柁
月
１３
日

（木
）
～
１８
日

（火
）

※
３
次
試
験
は
航
空
課
程
の
み

。
大
学
校

１
次
試
験

１０
月
２７
日

（土
）
～
郷
日

（日
）

２
次
試
験

‐２
月
２‐
日

（金
）

【受
付
期
間
】

。
学
校
７
月
２６
日

（木
）
～
８
月
９
日

（木
）

・
大
学
校

８
月
３０
日

（木
）
～
９
月
１１
日

（火
）

【身
分
及
び
総
与
】

入
校
と
同
時
に
国
家
公
務
員

と
な
り
在
学
中
は
給
与
ガ
支

給
さ
れ
ま
す
。

【申
込

・
間
い
合
わ
せ
】

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
部
人
事
課

砒
０
１
２
０
・４
４
４
・５
７
６

(~)

学
校

0●0 自 衛 官 募 集 0●0

※いずれの学生も、身分は特別職国家公務員となります。

【問い合わせ】 防衛庁自衛隊新潟地方連絡部長岡出張所 TBL 0258-33-0256

／
′
＼
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加
山
雄
三

野
外
コ
ン
サ
ー
ト

♪

♪

♪

♪

溺
韻
ヲ

ギ
鱗
庭
樽
塾
緑
熱
鞠

ｐ

ｐ

《
１
日
目
》
　

　

．

８
月
１５
日

（水
）

開
場

午
後
３
時

開
演

午
後
５
時

終
演

午
後
８
時

【出
演
】

加
山
雄
三
＆
ハ
イ
パ
ー
ラ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、

Ｄ
ｒ
，
Ｋ

Ｐ
ｒ
Ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
、

サ
ー
フ
コ
ー
タ
ー
ズ
他

＊
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

ザ

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

前
売
り
券

当
日
券

５
，
０
０
０
円

５
，
５
０
０
円

前
売
り
券

　
８
，
０
０
０
円

当
日
券
　
　
９
，
０
０
０
円

※
全
席
自
由
席

小
学
生
以
下
無
料

【主

催
】

加
山
キ
ャ
プ
テ
ン
コ
ー
ス
ト

文
化
放
送

【後

援
】

湯
沢
町
／
湯
沢
町
観
光
協
会

【入
場
券
発
売
所

・
問
い
合
わ
せ
】

加
山
キ
ャ
プ
テ
ン
コ
ー
ス
ト
ス
キ
ー
場

阻
Ｍ

●
６
６
１
１

湯
沢
町
観
光
協
会

肌
８５

・
５
５
０
５

※
雨
天
決
行

《
２
日
目
》

８
月
１６
日

（木
）

開
場

午
後
１２
時

開
演

午
後
５
時

終
演

午
後
８
時

【出
演
】

加
山
雄
三
＆
ハ
イ
パ
ー
ラ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、

加
瀬
邦
彦
＆
ザ

・
ワ
イ
ル
ド
ワ
ン
ズ
、

Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
＆
Ｂ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、

山
下
徹
大

＊
ゲ
ス
ト

さ
だ
ま
さ
し
、
南
こ
う
せ
つ
、
森
山
良
子

【会

場
】

加
山
キ
ャ
プ
テ
ン
コ
ー
ス
ト
ス
キ
ー
場

①

【入
場
料
】

Ｉ

日

・前
売
り
券

当
日
券

５
，
０
０
０
円

５
，
５
０
０
円

(ウ

日

仮想南魚市役所体験企画

ボランテイア参加者募集

「南魚沼 4町の町民が一緒になつて南魚沼の未来
を考えよう」をテーマに仮想南魚市役所体験企画を

行います。この企画では住民のみなさんにボラン

テイアで仮想南魚沼市役所の各課担当になつて:い

ただき、夢のある町づくりを提案してもらいます。

子どもたちにとつて未来の南魚沼ガ素晴らしい地

域であつて欲しい。」こんな考えをお持ちの方は、ぜ

ひ参加してください。

【主 催】 まちづくリサポート隊
【実施日】 9月より月2回

(第 1.3月曜日)の予定

【申込締切】 7月 30日 (月 )まで

【定 員】 70名
【申込・間い合わせ】

エフエム雪国 T[[78-1522

0 ●

●●

湯沢高等学校

「地域の声を聞く会」のご案内

本年度、湯沢高等学校は、「高等学校評議員設

置モデル事業実施校」の指定を受けました。

この事業の目的は、生徒・保護者の願いはも

とより、学校外の社会、地域等の意見を踏まえ

て学校教育を推進することを目指しています。

この開かれた学校づくりの事業の一環とし

て、「地域の声を聞く会」を開催いたしますので、

地域の方マから気軽に参加していただき、ご意

見をいただきたいと思います。

【日 時】 7月 24日 (火)午後 3時～
【会 場】 湯沢高等学校 会議室
【内 容】 目的意識の持たせ方 他
【問い合わせ】

湯沢高等学校 TEL 84-2306

●●

●●
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OO乏琢
し咄 岬

L蠅 Iミ島院
耐甑」蝿

町立湯沢病院の安全祈願祭

６
月
２７
日

（水
）
、
工
事
着
工
を
前
に
、

午
前
は
町
立
湯
沢
病
院
、
午
後
は
原
新
田

団
地
住
宅

の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
立
病
院
は
平
成
１４
年
１２
月
の
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
、
原
新
田
住
宅
は
今
年
１２

月
完
成
に
向
け
て
ゴ

」
れ
か
ら
工
事
を
進

め
て
行
き
ま
す
。

:~

了

■

笠

彗

原新田住宅の安全祈願祭

湯沢町職員異動 (平成褐年7月 1日付)|
<課長補佐級> 新 所 属 旧 所 属

田 村

玉 田

修

勇

水道課 副参事兼業務係長事務取扱
税務課 副参事兼住民税係長事務取扱

税務課

水道課

副参事兼住民税係長事務取扱

副参事兼業務係長事務取扱

<一般職員> 新 所 属 旧 所 属

宮 田  玲
本 田 忠 志

田 村 良 一

税務課

水道課

管財課

管財課

税務臣果

水道課

広報ゆざわ H13.7.8  (12)



―
―

司

断水のお知らせ

旭原、滝ノ又、小坂、七谷切、荒戸

地区は、配水池清掃のため断水とな

ります。

あらかじめ、ご了承ください。

【日日寺】

旭原 (東土樽簡易水道)

午前 9時～正午
滝ノ又 (東土樽簡易水道)

午後 1時～ 4時

小坂 (′Jヽ坂簡易水道)

午前 9時～正午
七谷切・荒戸 (七谷切簡易水道)

午後 1時～ 4時
【申込み 。問い合わせ】

アよく漣室辞黒  TEL 84 0 4853

7月

小
出
矯
正
展

が
開
催
さ
れ
ま
す

犯
罪
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

更
工

。
社
会
復
帰
を
推
進
す
る
目

的
で
、
矯
工
施
設
の
。ノ
、
、
不
ル
展
示
及

び
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示

・
印

売
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】

７
月
１４
日
（土
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

７
月
１５
日
（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

【
会
場
】

小
出
郷
文
化
会
館

【聞
い
合
わ
せ
】

新
潟
刑
務
所
企
画
部
門

（作
業
）

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

６

●
５

６

２

６

川
に
は
、
魚

の
他
に
も

い
ろ

い

ろ
な
生
き
物

が
住
ん
で

い
ま
す
。

ど
ん
な
生
き
物
が
ど
れ
く
ら

い
仁

ん
で

い
る
か
を
調

べ
る
こ
と
に
よ

り
、
川
の
き
れ

い
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
も
魚

沼
の
川
の
き
れ

い
さ
と
自
然
の
豊

か
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

７
月
３０
日

（月
）

午
前
９
時
２０
分
～

【
調
査
場
所
】

塩
沢
町

登
川

（長
大
橋
周
辺
）

【集
合
場
所
】

塩
沢
町
役
場
前

【
対
象
者
】

小
学
生
、
中
学
生
、
一
般

【申
込
締
切
日
】

７
月
閂
日

（火
）

【申
込

・
聞

い
あ
わ
せ
】

六
日
町
保
健
所
環
境
課

ＴＥＬ

７２

・

２

４

５

７

湯
沢
温
泉

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業

所
で
は
、
夏
季

ア
ル

バ
イ
ト
を
募

集

し
て

い
ま
す

の
で
、
希

望

さ
れ

る
方

は
、
気

軽

に
お
聞

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

【
期
間
】

７
月
２０
日
～
８
月
３十
日
で

ア
ル
バ
イ
ト
可
能
な
日

【
勤
務
時
間
】

午
前
８
時
３０
分

～
午
後
５
時
１５
分

【職
場
】

売
店
、
飲
食
、
サ

マ
ー
ボ
ブ
ス

レ
ー
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
、
ガ
イ
ド
他

【募
集
人
数
】

‐５
箔
程
度

【
条
件
】

。
年
船
２５
歳
以
下

（学
生
炊
迎
）

。
勤
務
態
度
が
ま
じ
め
で
、

接
客

マ
ナ
ー
の
文

い
方

・
重
勤
可
能
な
方

【
應
寡
】

当
事
務
所
に
あ
る
所
定

の
申
込

／ｆ

書
に
終
妥
事
項
を
記
入
し
て
提

出

し

て

く

だ

さ

い
。

【
申
込
締
切
日
】

７
月
１５
日

（日
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所

総
務
係

ＴＥＬ

８４

・

３

３

２

６

方
丈
山
に
登
山
道
が

で
き
ま
し
た

小
坂
町
内
有
恙
に
よ
り
、
方
丈

凸

（標
高
８
４
８
，
２
ｍ
）
の
登
山

道

が
整

備

さ

れ

ま
し
た
。
登

占

コ
ー
ス
は
由
に
向
か

っ
て
お
側
か

ら
登
る

「ブ
ナ
林

コ
ー
ス
」
と
、
左

側
か
ら
登
る
コ
一本
按

コ
ー
ス
」
が

あ
り
周
遊
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て

お
り
、
所
妥
時
間
は
ブ
ナ
林

コ
ー

ス
が
約

―
時

間

３０
分
、
二
本

松

コ
ー
ス
が
約
２
時
間

（
い
ず
れ
も

登
り
）
で
す
。
山
頂

に
は
二
等
三
角

点
も
あ
り
３
６
０
度

の
眺
望
は
抜

群
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
登

っ
て

み
て
は

い
か
が
で
す
か
？

な
お
、
駐
車
場
は
湯
沢

パ
ー
ク

ス
キ
ー
場
第
３
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢

パ
ー
ク
ス
キ
ー
場

胆
８７

・
４
１
１
１

平
成
１３
年
８
月
十
日
か
ら
平
成

‐５
年

７
月

３十
日
ま
で

の
２
年
間
、

江
沖
温
泉
を
管
理
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

【
条
件
】

・
湯
沢
町
に
在
住
し
て
い
る
方

。
ご
夫
婦
で
勤
務
で
き
る
方

【申
込
締
切
】

７
月
２０
日

（金
）

【申
込
先
】

高
橋
健
治

ｎ
８４

・
２
５
５
１

森
下
謙
三

ＴＥＬ

８４

ｏ

２

２

０

７

※
詳
細

に
つ
い
て
は
、
申
込
者

に

後
日
説
明
し
ま
す
。

水
質
調
査
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の
里

夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

江
神
温
泉
管
理
人
募
集

家庭裁判所の家事事件手続に関する情

報を音声とフアリクスによりご案内します。

【サービス番号】

電話・フアツクス共通

025・ 230,0004(24時間年中無休)

【間い合わせ】

新潟家庭裁判所 T[と 025・ 266・ 3174
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商
工
会
レ
ス
キ
ュ
ー
掲
示
板

湯
沢
町
で
の
パ
ソ
コ
ン
の
普
及

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
左
記
の
ア

ド
レ
ス

（湯
沢
町
商

工
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
）
に
、
。ハ
ソ
コ
ン
の
採
件

や
Ｉ
Ｔ
関
係
に
つ
い
て
の
質
問
を

覚

け

つ
け
る
た

め
の
イ

ン
ダ
ー

ネ

ツ
ト
用
掲
示
板
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
だ
け
で
な

く
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
そ
の
―
モ
ー
ド

か
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。
（利
用
料

金
無
料
）

パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
い
て
分
か

ら
な

い
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
で
困

っ

て

い
る
と
き
な
ど
、
利
用
上
の
注

意
を
よ
く
読
ん
で
ご
利
用
下
さ

い
。

ま
た
、
質
問

に
答
え
て

い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
ア
ド
レ
ス
】

Ｊ蘇
ｏ
中
＼
＼
要
〓
〓
ｔ
ｃ
Ｎ
ω
〓
申
０
【」０
＼

「０
∽
Ｏ
Ｃ
Ｏ
＼

【聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
商
工
会

租
８４

・
２
５
２
２

ｍ
ｌ
〓
Ｌ
一
中
ヨ
ω
∽汁０
ス
∪
く
Ｃ
Ｎ
ω
〓
Ｐ
ｏ
」ヽ０

手
打
ち
へ
ぎ
ツ
パ
講
習
会

自
然
食

「
ソ

ど゙

を
運
味
と
し
て

習
得
し
た

い
方
、
営
業

に
役
立
て

た

い
方
、
ま
た
今
後

へ
ぎ
ソ
バ
保

存
会
の
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
け

る
方
等
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

講
習
会
は
十
日
で
終
了
し
ま
す
。

表

の
い
ず
れ
か
の
日
を
お
選
び
く

だ
さ

い
。
（複
数
回
の
受
講
も
可
。
）

【
会
場
】

カ
ル
チ

ヤ
ー
セ
ン
ダ
ー

【
内
容
】

講
師

に
よ
る
説
明

と

マ
ニ
ュ
ア

ル
に
添

っ
た

ソ
バ
づ
く
り
。
（打
ち

あ

が

っ
た

ソ

バ
は
、
持

ち
帰
り
で

き
ま
す
。
）

ノ

【参
加
費
】

１

　

０
０
０
円

（当
日
い
た
だ
き
ま
す
。
）

【
主
催
】

手
打
ち

へ
ぎ
ソ
バ
保
存
会

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課

砒
８４

・
４
８
５
０

【
主
催
】

南
魚
沼
地
区
保
護
司
会

湯
沢
町
分
区

【
日
時
】

７
月
１８
日

（水
）

午
後
―
時
３０
分
～
３
時

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

砒
８４

・
２
４
６
０

【演
題
】

「今
ど
き
の
子
供
の
ムヽ
と
親
の
ム饉

児
童
相
談
を
文
け
て
惑
じ
る
一ヽ
と

【講
師
】

六
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
ダ
ー

相
談
課
課
長
代
理
松
原

一
郎

氏

ご
結
鱚
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

５
月
２７
日
　
樋
口
　
恭
雄
　
さ
ん
　
（下
熊
野
）

（
磯
部
）

美
樹
　
さ
ん
　
（小
出
町
）

）
メ
ッ
セ
ー
ジ
リ

　

た
だ
の
夫
婦
で
は
、
終
わ
り
ま
せ
ん
。

６
月
１７
日
　

片
桐

　

徹

　
さ
ん
　
（中
子
）

（
駒
井
）

宣
子
　
さ
ん

（埼
玉
県
旦
０同市
）

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

山
田

井
熊

伊
藤

内
野

南
雲

６

月

５

日

６

月

１２

日

６

月

１３

日

６

月

１３

日

６

月

１４

日

健
斗

さ
ん

咲
帆

さ
ん

望
愛

さ
ん

さ
ん

さ
ん

６
月
１９
日

　

田
村
　
ト
ミ
ノ
さ
ん
　
（谷
地
、
８５
歳
）

６
月
２０
日

　

大
勝

　

正
二

さ
ん
　
（中
子
、
８５
歳
）

６
月
２‐
日

　

高
橋
　
　
勝
　
さ
ん
　
（上
熊
野
、
７４
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

暖冗 覆忌

（滝
沢
、
清

一
・
弘
子
さ
ん
）

（原
新
田
、
紀
夫

・
淳
子
さ
ん
）

（古
野
二
、
司
朗

・
麻
弥
さ
ん
）

（谷
地
、
栄
介

・
悦
子
さ
ん
）

（田
中
、
宏
司

・
悟
さ
ん
）

期 日 時間 申込締切

7月 10日⑪
19:30～
21 :30

7月 9日①

7月 11日④
15:00～
17:00

7月 12日○
19:30～
21:30

7月 11日④

7月 13日④
15:00～
17:00

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

講
演
会
の
ご
案
内

し

申

し

ま
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